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承
　
　
　
前

　

尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
在
世
当
時
、「
琳
派
」
と
い
う
流

派
が
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。「
琳
派
（
尾
形
流
）」
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
を
位

置
づ
け
た
の
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
八
）
が
初
め
て
で
、
光
琳
が
没
し
て
お
よ

そ
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
冬
に
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』

を
版
行
し
た
抱
一
は
、
光
琳
百
年
忌
に
合
わ
せ
て
同
一
二
年
六
月
に
改
訂
版
に
あ
た
る
『
尾
形

流
略
印
譜
』
一
冊
を
上
梓
し
、
宗
達
に
始
ま
る
絵
師
の
系
譜
を
初
め
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
抱
一
以
前
か
ら
諸
書
に
お
い
て
光
琳
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
前
稿
ま
で
、
江

戸
時
代
に
著
さ
れ
た
文
献
を
通
し
て
窺
え
る
光
琳
に
対
す
る
認
識
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お

け
る
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
き
た
。

　

特
に
前
稿
で
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
以
外
の
絵
師
達
が
、
如
何

に
し
て
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
、
光

琳
よ
り
前
に
収
録
さ
れ
て
い
る
絵
師
達
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
書
に
落
款
や
印

章
、
略
伝
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
一
六
名
の
内
、
宗
達
に
は
じ
ま
り
、
順
定
、
宗
雪
、
信
武
、
宗

悦
（
相
説
）、
宗
仙
、
雛
屋
立
甫
（
立
圃
）
と
続
く
七
名
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
光
琳
よ
り
後
に
収
録
さ
れ
て
い
る
乾
山
（
深
省
）
以
下
の
絵
師
達
に
つ
い
て
検

証
を
続
け
、
抱
一
が
ど
の
よ
う
に
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
系
譜
を
描
き
出
し
た
の
か
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
前
稿
発
表
後
、
本
来
で
あ
れ
ば
前
稿
ま
で
で
扱
う
べ
き
資
料
を
見
落
と
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
の
内
容
と
も
関
わ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
内
容
を
一
部
修
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
欠
を
補
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

　
　
補
訂
（
一
）

　

前
稿
で
信
武
に
言
及
し
た
際
、
図
版
等
で
確
認
で
き
る
現
存
作
品
が
「
山
水
図
屏
風
」（
個

（
167
）

人
蔵
）
の
み
で
あ
る
と
し
た
が
、
杉
本
欣
久
氏
に
よ
り
京
都
・
北
野
天
満
宮
に
所
蔵
さ
れ
る

「
弓
流
図
絵
馬
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
落
と
し
て
い
た
。

　

今
も
北
野
天
満
宮
絵
馬
所
の
化
粧
屋
根
裏
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
大
型
の
絵
馬
は
、『
平

家
物
語
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
屋
島
に
お
け
る
源
平
合
戦
の
「
弓
流
」
の
場
面
を
着
色
で
描
い

て
お
り
、
画
面
左
端
に
は
「
元
禄
四
〈
辛
未
〉
歳
十
一
月
穀
旦
／
野
々
村
通
正
信
武
七
十
三
歳

筆
」
と
書
か
れ
た
款
記
が
見
え
る
。
画
風
に
つ
い
て
杉
本
氏
は
、「
狩
野
土
佐
ど
ち
ら
と
も
つ

か
ず
、
現
段
階
で
は
京
都
の
町
絵
師
流
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
」
と
さ
れ
る
。
絵
馬
を
実
見

し
て
も
、
濃
墨
で
引
か
れ
た
輪
郭
線
の
一
部
に
肥
痩
や
打
ち
込
み
が
見
ら
れ
た
り
面
貌
の
描
き

方
に
や
や
狩
野
派
風
か
と
思
わ
れ
る
特
徴
が
窺
え
る
も
の
の
、「
山
水
図
屏
風
」
が
典
型
的
な

江
戸
狩
野
風
を
示
す
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。
紙
本
の
屏
風
に
描
か
れ
た
水
墨
山
水
図
と
板
地

の
絵
馬
に
描
か
れ
た
古
典
文
学
主
題
の
着
色
人
物
図
と
い
う
、
性
格
が
大
き
く
異
な
る
二
点
の

作
品
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
信
武
の
画
風
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
弓
流
図
絵
馬
」
も
宗
達
風
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
補
訂
（
二
）

　

よ
り
重
要
な
の
は
、
光
琳
と
乾
山
（
一
六
六
三
～
一
七
四
三
）
の
落
款
や
花
押
と
略
伝
を
掲

載
し
て
い
る
『
茶
人
花
押
藪
』
と
『
続
茶
人
花
押
藪
』
を
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
『
茶
人
花
押
藪
』
小
本
一
冊
と
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
記
さ
れ
た
素
濤
の
自
序
に

「
茶
人
の
古
書
う
つ
は
も
の
ゝ
た
く
ひ
な
と
見
る
に
た
よ
り
し
し
り
や
す
か
ら
し
め
む
と
や
お

ら
梓
に
ち
り
は
め
侍
る
も
の
な
ら
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
茶
に
関
す
る
鑑
定
の
便
の
た
め
に
古

今
の
数
寄
者
の
花
押
と
姓
名
な
ど
を
集
録
し
上
梓
し
た
も
の
で
、
同
年
一
一
月
に
大
坂
の
書

肆
・
丹
波
屋
理
兵
衛
か
ら
版
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
小
本
一
冊
と
は
、
扉
に
「
古
筆
了
意
大
人
閲
／
門
人
河
津
蓬
萊

輯
」、
凡
例
に
「
蓬
萊
山
白
居
士
識
」、
さ
ら
に
、
序
文
の
冒
頭
に
も
「
河
津
周
平
慨
素
濤
之
茶

人
花
押
藪
猶
有
遺
漏
博
求
旁
捜
捃
摭
遺
滞
續
以
成
編
（
下
略
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
河
津
山
白

（
周
平
、
蓬
萊
）
が
『
茶
人
花
押
藪
』
の
遺
漏
を
補
っ
た
も
の
で
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

（
168
）

（
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）

（
170
）

（
171
）

（
172
）

（
173
）

江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
イ
メ
ー
ジの
変
遷
に
つ
い
て
（
下
　
四
）　
　
酒
井
抱
一
〈
三
〉　

安
田 

篤
生　
美
術
教
育
講
座
（
美
術
史
）
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六
月
頃
に
成
稿
し
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
ま
で
に
版
行
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

河
津
山
白
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
編
著
で
あ
る
『
睡
余
小
録
』
に
尾
形
光
琳
に
関
わ
る

記
載
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
加
藤
曳
尾
庵
（
一
七
六
三
～
？
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
簡
単

に
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
山
白
に
つ
い
て
最
も
多
く
の
こ
と
を
伝

え
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
加
藤
曳
尾
庵
が
著
し
た
『
我
衣
』
で
あ
ろ
う
。
そ
の
巻
三
で
文
化
二

年
の
こ
と
を
筆
録
し
て
い
る
中
に
、
前
年
江
戸
に
出
て
六
月
か
ら
曳
尾
庵
の
店
子
で
あ
っ
た

河
津
周
平
（
山
白
）
が
、
こ
の
年
の
十
月
十
七
日
に
病
没
し
、
浅
草
・
妙
音
寺
に
葬
ら
れ
た
と

い
う
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
山
東
京
伝
が
撰
述
し
た
と
い
う
石
塔
の
碑
銘
そ
の
他
か

ら
、
通
称
が
周
平
、
山
白
は
号
、
字
は
子
彦
で
、
剃
髪
後
に
諱
を
定
廸
と
改
め
た
こ
と
が
分
か

る
。
京
都
生
ま
れ
で
、
享
年
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
没
後
に
出
版
さ
れ
た
『
睡

余
小
録
』
に
付
さ
れ
た
西
村
正
邦
の
序
文
で
は
、
諱
と
享
年
に
つ
い
て
異
な
る
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
文
化
三
年
に
書
か
れ
た
序
の
中
に
、「
ふ
ち
は
ら
の
吉
迪
」「
み
ま
か
り
し
春
秋
は
わ

つ
か
み
そ
ち
あ
ま
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
従
え
ば
、
本
姓
は
藤
原
氏
、
名
は
吉
迪

で
、
三
十
歳
を
過
ぎ
て
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
諱
（
名
）
と
享
年
に
関
し
て
は
、
ど
ち
ら
の
情

報
が
正
し
い
の
か
即
断
で
き
ず
、
併
記
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

ま
た
、
山
白
に
好
古
の
癖
が
あ
り
、
書
画
、
と
り
わ
け
書
の
鑑
定
に
優
れ
て
い
た
と
記
さ
れ

て
お
り
、「
古
人
の
花
押
を
記
憶
し
た
る
事
は
、
凡
代
々
古
筆
の
内
に
も
有
間
鋪
思
ひ
し
」
と

い
う
の
も
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
編
者
に
相
応
し
い
。
書
画
に
関
し
て
は
、
文
化
一
五
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
も
あ
り
、
同
書
の
扉
に
は
「
古
筆
家
序
文
／
門
人　

河

津
山
白
原
輯
／
二
木
肇
美
補
訂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
後
に
取
り
上
げ
る
こ

と
に
な
る
が
、
文
化
九
年
十
月
に
書
か
れ
た
古
筆
了
伴
の
序
に
も
、「
む
か
し
河
津
山
白
と
い

ふ
も
の
あ
り
我
家
門
に
あ
そ
ひ
」
と
あ
る
の
で
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
扉
に
記
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
山
白
は
古
筆
了
意
の
門
人
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

や
や
河
津
山
白
に
つ
い
て
贅
言
を
費
や
し
た
観
が
あ
る
が
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』

以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
茶
人
花
押
藪
』
と
『
続
茶
人
花
押
藪
』
に
、
光
琳
や
乾
山
が
ど
の

よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、『
茶
人
花
押
藪
』
に
は
、
本
文
第
四
〇
丁
裏
に
光
琳
の
落
款
と
花
押
が
、
続
く
第
四

一
丁
表
に
略
伝
が
、
そ
し
て
第
四
三
丁
裏
に
は
乾
山
の
花
押
と
略
伝
が
次
の
よ
う
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
。（
図
16
）

　
　

尾
形
光
琳　

法
橋
光
琳
（
幕
形
花
押
）

　
　

 

号ス二

青
々
堂
又
長
江
軒
寂
明ト一

天
性
好
レ

畫ヲ
學フ二

法ヲ
於
養
朴
齋
常
信ニ一

又
慕フ二

土
佐
家
及ヒ
宗
達カ
筆

意ヲ一

頗ル
出ル二

新
意ヲ一

以
二

一
點ヲ一

模ス二

花
葉
鳥
蟲ノ
形ヲ一

莫シレ

不ト
云
コ
ト二

新
竒ナ
ラ一

如キ
ハ二

漆
器ノ一

模
金
之
花
様

（
174
）

（
175
）

（
176
）

（
177
）

（
178
）

亦
超タ
リ二

吁
時
流ニ一

遂ニ一

起ス二

一
家ノ
之
画
流ヲ一

通ス二

茶
事ニ一

巧ミ
ニ
造ル二

假
山ヲ一

可
レ

謂
二

風
流ノ
人
物ト一

矣

　
　

尾
形
眞
省　
（
袋
形
花
押
）

　
　

 

光
琳
弟
也
住ニ二

京
師ニ一

後
退
二

鳴
滝
村ニ一

巧
二

陶
器
一

畫テ二

花
様ヲ一

加
二

讃
詞ヲ一

底
面ニ
有
二

乾
山ノ
之
兩

字
一

又
記ス二

日
本
雍
州
乾
山
陶
隠
省
造ル
ノ
之
文
字ヲ一

世ニ
称ス二

乾
山
焼ト一

　

光
琳
に
つ
い
て
、
本
書
よ
り
四
〇
年
後
の
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
出
版
さ
れ
た
『
新

撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
、「
光
琳
〈
尾
形
氏
名
ハ
寂
明
青
々
堂
。
長
江
軒
ノ
号
ア
リ
。
京
師
ノ

人
。
画
ヲ
狩
野
安
信
ニ
学
テ
一
家
ヲ
ナ
ス
。
又
漆
器
ヲ
作
、
描
金
ヲ
ヨ
ク
ス
。
兼
テ
茶
事
ヲ
好

ミ
、
假
山
水
ヲ
作
ル
。
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
ニ
觸
発
シ
テ
、
舊
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竒
也
。〉」
と

あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
両
書
の
記
載
内
容
を
見
比
べ
る
と
、『
茶
人
花

押
藪
』
が
「
寂
明
」
を
号
と
す
る
の
に
対
し
て
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
は
名
と
す
る
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
光
琳
の
名
号
と
し
て
青
々
堂
、
長
江
軒
、
寂
明
を
あ
げ
る
点
は
一
致
す
る
。

『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
が
「
漆
器
ヲ
作
、
描
金
ヲ
ヨ
ク
ス
。
兼
テ
茶
事
ヲ
好
ミ
、
假
山
水
ヲ

作
ル
。
ス
ベ
テ
其
為
所
天
機
ニ
觸
発
シ
テ
、
舊
套
ヲ
脱
シ
テ
益
竒
也
」
と
い
う
の
も
、『
茶
人

花
押
藪
』
が
「
如
漆
器
模
〔
描
カ
〕
金
之
花
様
亦
超
吁
時
流
」「
通
茶
事
巧
造
假
山
」「
頗
出
新

意
」「
莫
不
新
竒
」
と
評
し
て
い
る
の
と
軌
を
一
に
す
る
と
言
え
よ
う
。『
新
撰
和
漢
書
画
一

覧
』
を
編
纂
し
た
の
が
、
刊
行
書
林
に
名
を
連
ね
て
い
る
大
坂
の
書
肆
・
葛
城
長
兵
衛
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
同
じ
く
大
坂
の
書
肆
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
茶
人
花
押
藪
』
を
知
っ
て

お
り
、
そ
の
記
載
を
参
照
し
て
こ
の
光
琳
伝
を
書
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
の
両
書
の
間
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
が
、
光
琳
の
画
系
で
あ
る
。『
茶
人
花
押
藪
』

が
、
狩
野
常
信
（
一
六
三
六
～
一
七
一
三
）
に
画
法
を
学
ん
だ
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
新
撰

和
漢
書
画
一
覧
』
は
狩
野
安
信
（
一
六
一
四
～
八
五
）
の
名
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
後
者
が
安

信
に
学
ん
で
一
家
を
成
し
た
と
だ
け
記
す
の
に
対
し
、
前
者
で
は
常
信
に
学
ぶ
以
外
に
土
佐
家

や
宗
達
の
筆
意
を
慕
っ
て
新
意
を
出
し
、
特
に
花
鳥
画
に
優
れ
、「
遂
起
一
家
之
画
流
」
と
指

摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
『
茶
人
花
押

藪
』
の
指
摘
が
、
抱
一
を
含
む
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
に
お
け
る
光
琳
像
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
の
か
に
つ
い
て
は
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
に
つ
い
て
見
た
後
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

乾
山
に
つ
い
て
も
、『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
、「
乾
山
〈
尾
形
氏
名
ハ
真
省
、
光
琳
ノ
弟

也
、
洛
西
鳴
瀧
村
ニ
隱
ル
、
画
ヲ
ヨ
ク
シ
、
又
陶
器
ヲ
作
ル
、
自
ラ
陶
隱
ト
号
ス
、
世
ニ
乾

山
燒
ト
称
シ
テ
清
玩
ト
ス
〉」
と
あ
る
。
正
し
く
は
「
深
省
」
と
書
く
べ
き
名
を
「
真
省
」
と

誤
っ
て
い
る
点
も
含
め
、
両
書
の
記
載
内
容
は
近
似
し
て
お
り
、『
茶
人
花
押
藪
』
の
記
述
を

や
や
簡
略
に
し
た
の
が
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
乾
山
伝
だ
と
み
な
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
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次
に
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
に
は
、
本
文
第
五
〇
丁
裏
に
乾
山
の
落
款
と
花
押
が
、
続
く
第

五
一
丁
表
に
略
伝
が
、
そ
し
て
第
五
一
丁
裏
に
は
光
琳
の
花
押
と
略
伝
が
次
の
よ
う
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
。（
図
17
）

　
　

尾
形
深
省　

紫
翠
老
人
（
花
押
）

　
　

 

宗
謙
男
光
琳ノ
兄
作ルレ

弟ニ
者ハ
誤ナ
リ
也
称ス二

新
三
郞ト一

有
二

居
其
尚
古
紫
翠
玉
堂
霊
海
等ノ
數
號
一

寛
保

三
年
六
月
二
日
没ス
歳
八
十
三
嘗テ
従テ二

于
廣
澤
長
好ニ一

學フ二

和
歌ヲ一

又
有
二

名
譽
一

茶
法ヲ
學ス二

于
瑞

流
宗
佐ニ一

　
　

尾
形
光
琳　

尾
形
光
琳
（
花
押
）　

方
祝
（
花
押
）

　
　

宗
謙
男
称ス二

藤
重
郞ト一

有リ二

道
崇
澗
声
号
享
保
元
年
四
月
六
日
卒ス一

五
十
二
歳

　
『
続
茶
人
花
押
藪
』
で
は
、
誤
っ
て
乾
山
を
光
琳
の
兄
と
み
な
す
こ
と
か
ら
、
乾
山
の
項
を

先
に
配
置
し
て
い
る
。
本
書
の
編
集
方
針
が
『
茶
人
花
押
藪
』
の
遺
漏
を
補
う
点
に
あ
る
と

い
う
よ
う
に
、『
茶
人
花
押
藪
』
で
既
出
の
内
容
を
繰
り
返
す
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

新
た
な
情
報
と
し
て
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
乾
山
と
光
琳
の
父
が
宗
謙
で
あ
る
こ
と
の

他
、
二
人
の
通
称
（
あ
る
い
は
初
名
）、
没
年
と
享
年
、
前
書
に
漏
れ
て
い
た
号
で
あ
り
、
乾

山
に
つ
い
て
は
和
歌
と
茶
の
師
匠
の
名
も
補
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
追
加
さ
れ
た
情
報
を
今
日

の
見
地
か
ら
見
る
と
、
光
琳
を
弟
と
み
な
す
こ
と
以
外
に
も
誤
り
が
散
見
さ
れ
る
。
乾
山
か
ら

見
て
い
く
と
、
通
称
が
「
新
三
郞
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
権
平
が
正
し
い
。「
寛
保
三
年
六

月
二
日
」
と
い
う
没
年
月
日
は
正
し
い
が
、「
歳
八
十
三
」
と
い
う
享
年
は
間
違
い
で
、
正
し

く
は
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
光
琳
に
つ
い
て
も
、
通
称
が
「
藤
重
郞
」
と
い
う
の

は
誤
り
で
、
市
丞
が
正
し
い
。「
享
保
元
年
四
月
六
日
卒
五
十
二
歳
」
と
い
う
内
、
没
年
は
正

し
い
が
、
月
日
と
享
年
は
違
っ
て
い
る
。
こ
の
乾
山
と
光
琳
の
誤
っ
た
享
年
を
も
と
に
没
年
か

ら
逆
算
す
る
と
、
乾
山
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
光
琳
は
同
五
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な

り
、
乾
山
が
光
琳
の
兄
で
あ
る
と
い
う
指
摘
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
、『
茶
人
花
押
藪
』
と
『
続
茶
人
花
押
藪
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
光
琳
と
乾
山
の

略
伝
を
見
て
き
た
わ
け
だ
が
、
乾
山
に
つ
い
て
は
本
稿
で
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
両
書
の

光
琳
伝
と
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
に
お
け
る
光
琳
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
し
て
お
こ
う
。

　

す
で
に
、
第
六
章
で
一
八
〇
〇
年
前
後
の
江
戸
に
お
け
る
光
琳
像
を
検
証
し
、
文
化
年
間
に

入
る
頃
か
ら
光
琳
画
受
容
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
各
種
資
料
を
探
索
し
て
光
琳
像
が
再
構
築

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
京
坂
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
認
識
も
付
け
加
え
ら
れ
た
と
指
摘

し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
光
琳
が
宗
達
の
扇
面
画
を
摸
写
し
た
「
畫
本
」
が
乾
山
、
そ
し
て
何

（
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へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、
も
う
一
つ
が
光
琳
が
や
ま
と
絵
系
の
作
品
を
描
く
絵
師
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
後
者
に
関
し
て
は
、
先
に
『
茶
人
花
押
藪
』
に
お
い
て

光
琳
が
土
佐
家
の
筆
意
を
慕
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
に
お
け
る
新
し
い
認
識
と
い
う

指
摘
は
当
を
得
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
同
書
は
光
琳
が
宗
達
の
筆
意
を
慕
っ
た

と
も
指
摘
し
て
お
り
、「
畫
本
」
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
が
、
光
琳
が
宗
達
に
も
学
ん
で
い
る

と
い
う
認
識
も
、
江
戸
よ
り
先
に
京
坂
で
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、『
茶
人
花

押
藪
』
は
光
琳
が
「
遂
起
一
家
之
画
流
」
と
い
う
の
だ
が
、「
画
流
」
を
「
画
の
流
派
」
と
解

す
る
と
、
抱
一
に
先
立
っ
て
、「
光
琳
派
」
の
よ
う
な
新
た
な
流
派
を
興
し
た
と
捉
え
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
勿
論
、『
茶
人
花
押
藪
』
が
「
慕
土
佐
家
及
宗
達
筆
意
」
と
い
い
、「
遂
起
一
家

之
画
流
」
と
指
摘
す
る
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、『
茶
人
花
押
藪
』
が
版
を
重
ね
て
い
た

と
は
い
え
江
戸
で
の
売
り
出
し
は
確
認
で
き
ず
、
大
田
南
畝
や
斎
藤
彦
麿
た
ち
が
同
書
を
知
っ

て
い
た
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

で
は
、
抱
一
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
文
化
一
〇
年
冬
に
版

行
し
た
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
抱
一
は
、
光
琳
に
つ
い
て
、「
緒
方
光
琳
時
を
隔
て

宗
達
の
風
を
慕
ふ
又
遠
く
古
土
佐
の
花
卉
を
學
ふ
人
物
に
至
て
い
よ
〳
〵
光
信
以
上
の
志
有
り

當
流
逸
筆
元
禄
年
間
の
人
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
約
一
年
半
後
、
同
一
二
年

六
月
に
出
版
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
、「
光
琳　

尾
形
宗
謙
か
子
時
を
隔
て
宗
達
の
風

を
慕
山
本
素
軒
の
弟
子
と
な
り
後
法
橋
に
叙
す
と
淺
井
不
舊
の
印
譜
に
見
へ
た
り
又
尾
形
を
緒

方
と
改
む
花
卉
を
画
き
人
物
に
至
て
ハ
い
よ
ゝ
ゝ
古
土
佐
の
風
韻
を
学
ふ
當
流
の
逸
筆
世
に
知

る
と
こ
ろ
な
り　

享
保
元
年
〈
丙
申
〉
六
月
二
日
卒
歳
六
十
二　

京
都
小
川
頭
妙
顕
寺
中
本
行

院
に
葬
す　

長
江
軒
寂
明
青
々
光
琳
居
士
と
有
り
」
と
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、
前

者
に
関
し
て
、
宗
達
と
光
琳
の
活
躍
時
期
に
違
い
が
あ
り
、
直
接
の
師
弟
関
係
に
は
な
い
も
の

の
、
光
琳
が
宗
達
の
画
風
を
摂
取
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
、
谷
文
晁
や
菅
原
洞
斎
ら
の
間
で

形
成
さ
れ
て
い
た
光
琳
像
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
光

琳
が
や
ま
と
絵
を
代
表
す
る
土
佐
派
を
学
ん
で
い
る
と
す
る
点
も
、
文
化
年
間
以
降
の
江
戸
に

お
け
る
光
琳
像
と
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
、
そ
の
記
載
内
容

を
大
幅
に
増
補
し
て
い
る
が
、「
尾
形
宗
謙
か
子
」
と
い
う
家
系
、「
山
本
素
軒
の
弟
子
」
で
あ

る
と
い
う
画
系
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
没
年
が
「
享
保
元
年
〈
丙
申
〉
六
月
二
日
」
で
「
京
都

小
川
頭
妙
顕
寺
」
に
葬
ら
れ
、
法
名
が
「
長
江
軒
寂
明
青
々
光
琳
居
士
」
で
あ
る
と
い
う
付
け

加
え
ら
れ
た
情
報
は
、
い
ず
れ
も
「
淺
井
不
舊
の
印
譜
」（
浅
井
本
）
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
絵
師
の
系
譜
を
創
出
し
て

そ
の
代
表
者
と
し
て
光
琳
を
位
置
づ
け
た
点
に
、
抱
一
の
独
自
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
抱
一
の
描
く
こ
の
よ
う
な
光
琳
像
と
、『
茶
人
花
押
藪
』
あ
る
い
は
『
続
茶
人
花
押
藪
』

（
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四

の
光
琳
伝
は
、
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

　

特
に
、
光
琳
の
伝
記
や
落
款
・
印
章
に
関
し
て
、
抱
一
は
文
晁
周
辺
と
情
報
を
共
有
し
て
い

た
わ
け
だ
が
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
光
琳
の
項
を
見
る
と
、「
一
覧
」（『
新
撰

和
漢
書
画
一
覧
』）
や
「
浅
井
本
」、「
畧
印
譜
」（『
尾
形
流
略
印
譜
』）
か
ら
は
引
用
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、『
茶
人
花
押
藪
』
や
『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
書
名
や
両
書
か
ら
の
引
用
箇
所
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
洞
斎
と
『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
編
者
で
あ
る
河
津
山
白
は
、
隅
田

川
で
と
も
に
遊
ん
だ
仲
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
両
書
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
か
、

知
っ
て
い
て
も
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
評
価
し
な
か
っ
た
か
だ
と
推
察
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
一
方
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
・
印
章
の

内
、「
方
祝
」
朱
文
円
印
の
左
に
見
え
る
「
法
橋
光
琳
（
花
押
）」
は
、
落
款
の
字
形
や
花
押
の

形
が
『
茶
人
花
押
藪
』
所
載
の
も
の
と
極
似
し
て
い
る
。
絵
画
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
通
常
、

「
法
橋
光
琳
」
と
い
う
落
款
に
伴
う
の
は
印
章
で
あ
り
、
花
押
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て

稀
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
乾
山
焼
の
角
皿
や
火
入
に
光
琳
が
絵
付
け
し
た
場
合
に
こ
の
組
み
合

わ
せ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
緒
方
流
略

印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
乾
山
の
花
押
の
一
つ
が
、
や
は
り
『
茶
人
花
押
藪
』

所
載
の
も
の
と
極
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
抱
一
が
『
茶
人
花
押
藪
』
を
参

照
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
想
定
が
正
し
い
と
す
る
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚

摺
）』
で
光
琳
に
つ
い
て
抱
一
が
「
時
を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕
ふ
又
遠
く
古
土
佐
の
花
卉
を
學

ふ
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
光
琳
に
対
す
る
同
時
代
の
共
通
認
識
の
下
、
光
琳
画
を
実
見
し
て

の
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
『
茶
人
花
押
藪
』
の
「
慕
土
佐
家
及
宗
達
筆
意
頗

出
新
意
以
一
點
模
花
葉
鳥
蟲
形
莫
不
新
竒
」
と
い
う
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い

だ
ろ
う
。
落
款
と
花
押
の
類
似
か
ら
抱
一
が
『
茶
人
花
押
藪
』
を
見
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
抱
一
の
兄
で
あ
る
姫
路
藩
主
・
酒
井
忠
以
（
号
・
宗
雅
）
は
茶

の
湯
に
親
し
ん
で
お
り
、
抱
一
も
し
ば
し
ば
兄
の
茶
会
に
伺
候
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
の
で
、『
茶
人
花
押
藪
』
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、

光
琳
が
宗
達
の
画
風
を
慕
い
、
花
鳥
画
を
得
意
に
し
、
人
物
画
で
は
古
い
土
佐
派
を
学
ん
で
い

る
と
い
う
抱
一
の
こ
の
認
識
は
、
改
訂
版
で
あ
る
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
。
ま
た
、『
茶
人
花
押
藪
』
に
は
「
遂
起
一
家
之
画
流
」
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
「
画
流
」
に
ど
の
よ
う
な
絵
師
が
含
ま
れ
る
の
か
な
ど
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

抱
一
が
見
出
し
た
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
抱
一

が
同
書
を
知
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
流
派
創
出
の
一
つ
の
契
機
に
は
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
増
補
し
て
い
る
情
報
の
中
に
は
、
光
琳
の
父
が
「
宗
謙
」
で
あ

り
、
没
年
が
「
享
保
元
年
」
で
あ
る
点
な
ど
『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
光
琳
伝
に
含
ま
れ
て
い
る

（
184
）

（
185
）

（
186
）

（
187
）

も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
「
浅
井
本
」
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、『
続
茶
人
花

押
藪
』
所
載
の
光
琳
の
落
款
や
花
押
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
抱

一
が
『
続
茶
人
花
押
藪
』
を
参
照
し
た
と
は
い
え
ず
、
こ
の
両
書
の
間
に
は
関
係
が
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
八
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
見
る
「
尾
形
流
」
の
絵
師
達
（
続
）

　

い
さ
さ
か
補
訂
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
光
琳
よ
り
後
に
所
載

さ
れ
て
い
る
絵
師
に
つ
い
て
、
洞
斎
が
編
纂
し
た
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
な
ど
と
比
較
し
な

が
ら
検
証
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
宗
達
の
扇
面
画
を
光
琳
が
摸
写
し
た
「
畫
本
」

が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
光
琳
と
の
関
係
が
明
確
な
、
乾
山
と
何

か
ら
は
じ
め
た
い
。

な
お
、
前
稿
ま
で
と
同
じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
が
使
用
し
た
落
款
・
印
章
と
し
て
『
尾
形
流

略
印
譜
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
各
絵
師
毎
に
一
覧
表
に
ま
と
め
、
叙
述
の
便
宜
の

た
め
に
番
号
を
付
し
て
本
稿
末
尾
に
掲
げ
た
。

　
　（
五
）
乾
山

　
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
18
）
に
、
乾
山
の
伝
記
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

緒
方
乾
山
光
琳
の
弟
な
り
陶
工
世
に
知
る
處
又
深
省
と
言
詩
哥
画
讃
な
と
多
し
享
保
の
こ

ろ
の
人
な
り
〔『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』〕

　
　

 

乾
山　

光
琳
の
弟
な
り
陶
工
は
世
に
知
る
處
又
紫
翠
深
看
〔
省
〕
と
号
す
詩
哥
画
讃
な
と

多
く
有　

寛
保
三
年
卒
歳
八
十
一
〔『
尾
形
流
略
印
譜
』〕

　

両
書
を
比
較
す
る
と
、
乾
山
が
光
琳
の
弟
で
、
陶
工
で
あ
る
こ
と
は
「
世
に
知
る
處
」
で
あ

り
、
深
省
と
も
い
い
、「
詩
哥
画
讃
な
と
多
」
い
と
す
る
点
で
一
致
す
る
。
一
方
、『
尾
形
流
略

印
譜
』
で
は
「
紫
翠
」
号
を
追
加
す
る
と
と
も
に
深
省
を
号
と
し
、
単
に
「
享
保
の
こ
ろ
の

人
」
と
さ
れ
て
い
た
の
を
、「
寛
保
三
年
卒
歳
八
十
一
」
と
没
年
と
享
年
を
明
記
し
て
い
る
。

　

共
通
す
る
部
分
か
ら
見
て
い
く
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
以
前
に
す
で
に
出
版
さ

れ
て
い
た
各
種
版
本
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
一
致
し
、
か
な
り
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
情
報

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
延
享
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
茶
人
花
押

藪
』「
尾
形
眞
省
」
の
項
に
は
「
光
琳
弟
也
」「
巧
陶
器
畫
花
様
加
讃
詞
」「
世
称
乾
山
焼
」
と
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記
さ
れ
、
天
明
六
年
に
版
行
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
の
記
載
は
、
そ
の
内
「
加
讃

詞
」
な
ど
を
省
い
て
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
つ
い
て

は
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
乾
山
の
項
（
図
19
）
に
「
書
画
一
覧
」
と
し
て
引
用

さ
れ
て
お
り
、『
茶
人
花
押
藪
』
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
抱
一
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
さ
ら
に
、
第
六
章
で
「
光
琳
絵
」
の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
、
菊
岡

沾
凉
編
『
本
朝
世
事
談
綺
』
に
「
乾
山
焼
」
の
項
目
が
あ
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
茶
人
花
押
藪
』
に
先
立
っ
て
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
巻
之
二
「
器

用
門
」
に
「
乾け
ん

山さ
ん

焼や
き

」
の
項
を
立
て
、「
尾お

形が
た

深し
ん

省せ
い

。
嵯さ

峨が

鳴な
る

滝た
き

邊へ
ん

の
土
を
以
て
焼や
き

は
し
む
鳴な
る

瀧た
き

山や
ま

は
王わ
う

城し
ゃ
うの

乾い
ぬ
いに

あ
た
れ
り
よ
つ
て
乾け
ん

山さ
ん

を
名な

と
す
〈
深
省
は
尾
形
光
琳
の
弟
に
し
て
現
在

也
／
又
詩
文
和
歌
を
善
す
〉」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
略
印
譜
で
一
致
し
て
い
る

内
容
が
、
以
上
の
諸
書
が
伝
え
る
乾
山
の
伝
記
と
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
事
項
の
内
、「
紫
翠
」
号
に
つ
い
て
は
、
抱
一
が

そ
れ
を
知
る
こ
と
が
さ
ほ
ど
難
し
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
い
く
つ
か
の
契
機
が
想
定
さ

れ
る
。
一
つ
は
書
画
に
施
さ
れ
た
落
款
で
、
二
つ
の
略
印
譜
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
乾
山
は

「
紫
翠
」
号
を
し
ば
し
ば
用
い
て
お
り
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
庄
司
道
恕

編
『
洞
房
語
園
』
前
集
に
模
刻
さ
れ
て
い
る
乾
山
の
書
に
も
「
七
十
八
翁
紫
翠
寫
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
勿
論
、
抱
一
が
乾
山
の
書
画
作
品
を
実
見
し
て
「
紫
翠
」
号
を
知
っ
た
可
能
性
が
大

き
い
だ
ろ
う
が
、
庄
司
道
恕
は
新
吉
原
の
名
主
で
俳
諧
を
嗜
ん
で
お
り
、
吉
原
に
も
俳
諧
に
も

通
じ
て
い
た
抱
一
が
『
洞
房
語
園
』
か
ら
乾
山
の
「
紫
翠
」
号
使
用
を
知
っ
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
ま
た
、
光
琳
が
摸
写
し
た
宗
達
筆
扇
面
画
を
「
畫
本
」
と
し
て
所
持
し
て
い
た

乾
山
が
何

に
譲
与
し
た
時
に
記
し
た
跋
文
に
も
、「
紫
翠
老
人
緒
方
深
省
誌
」
と
あ
る
。
こ

の
作
品
が
文
化
一
二
年
の
光
琳
百
回
忌
に
合
わ
せ
て
抱
一
が
開
催
し
た
光
琳
遺
墨
展
に
出
品
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
跋
文
に
依
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
に
は
「
紫
翠
老
人
」
の
落
款
が
載
せ
ら
れ
、
略
伝
に
も
使
用
し
た

号
の
一
つ
に
「
紫
翠
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
抱
一
が
同
書
を

見
た
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
抱
一
が
何
を
元
に
し
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
乾
山
の
没
年
と
享
年
を
正

し
く
記
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
も
、

『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
以
外
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
だ
け
で
、
乾
山

の
伝
記
に
関
す
る
情
報
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

先
に
見
た
よ
う
に
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
に
は
没
年
が
正
し
く
記
さ
れ
て
い
た
が
、
享
年
を

誤
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
抱
一
が
同
書
を
参
照
し
た
痕
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
勿
論
、
乾

山
が
葬
ら
れ
た
江
戸
・
善
養
寺
の
墓
碑
に
は
、
表
に
「
霊
海
深
省
居
士
」、
裏
面
に
「
居
士
皇

（
188
）

（
189
）

（
190
）

（
191
）

都
人
也
。
其
先
廬
結
鳴
滝
之
故
、
世
称
乾
山
。
以
陶
匠
鳴
世
既
久
。
実
者
緒
方
氏
也
。
行
年
八

十
有
一
歳
。
寛
保
三
癸
亥
六
月
二
日
寂
」
と
、
法
名
と
没
年
、
享
年
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
抱
一

が
こ
の
碑
文
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
抱
一
が
古
筆
了
伴
に
教
え
ら
れ
て
初
め
て
乾
山

の
墓
に
参
っ
た
の
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
刊
行
か
ら
八
年
ほ
ど
後
の
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
光
琳
に
つ
い
て
「
京
都
小
川
頭
妙
顕
寺
中
本
行
院
に
葬
す　

長

江
軒
寂
明
青
々
光
琳
居
士
と
有
り
」
と
記
す
抱
一
が
、
乾
山
の
墓
所
や
法
名
を
記
し
て
い
な
い

の
も
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
編
述
し
た
時
点
で
善
養
寺
に
墓
所
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
た
め
と
み
ら
れ
、
何
に
よ
っ
て
正
し
い
乾
山
の
没
年
と
享
年
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

次
に
、
乾
山
の
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、［
表
12
］
に
示
し
た
よ
う
に
、『
緒
方

流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
四
点
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
九
点
の
落
款
・
印
章
や
花
押
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
、『
茶
人
花
押
藪
』
に
所
載
さ
れ
て
い
る
袋
形
花
押
と
極

似
す
る
花
押
と
は
［
表
12
］
の
2
に
あ
た
り
、
二
つ
の
略
印
譜
に
と
も
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
内
の
一
点
を
削

除
し
、
六
点
を
加
え
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
点
は
注
意
さ
れ
て
良
い
。
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、

『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
新
た
に
立
項
さ
れ
た
順
定
と
信
武
を
除
き
、
宗
達
や
宗
雪
、
相
説
（
宗

説
）、
宗
仙
、
立
圃
で
は
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
ぐ
か
、
整
理
再
編
す
る
に
と
ど
ま
り
、
追
加
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
宗
達
以
下
の

絵
師
達
が
京
坂
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
て
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
刊
行
後
一
年
半
ほ

ど
の
間
に
新
た
な
作
例
を
見
出
す
の
が
困
難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
乾
山
は
江
戸

で
絵
画
作
品
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
こ
の
違
い
に
関
係
し
て
い
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
光
琳
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
二
つ
の
略
印
譜
の
間
で
乾
山
の
落
款
・
印
章
が
増
補
さ

れ
、
二
倍
以
上
の
数
に
至
っ
て
い
る
点
に
、
抱
一
や
そ
の
周
辺
に
お
け
る
乾
山
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
菅
原
洞
斎
も
、『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
、「
山

居
試
毫
」
と
題
さ
れ
た
乾
山
の
書
と
乾
山
が
「
畫
本
」
と
し
て
所
持
し
て
い
た
光
琳
に
よ
る
宗

達
筆
扇
面
画
の
摸
写
を
何

に
譲
渡
し
た
こ
と
を
記
す
跋
文
を
写
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
四
点

の
落
款
・
印
章
を
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　（
六
）
何

、
以
十

　

乾
山
か
ら
そ
の
「
畫
本
」
を
譲
ら
れ
た
何

の
伝
記
に
つ
い
て
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚

摺
）』
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
18
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 （

192
）

（
193
）
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何

ハ
立
林
立
徳
加
州
侯
の
医
官
也
の
ち
忘
名
し
て
白
井
宗
謙
と
呼
ふ
乾
山
直
弟
子
に
て

實
に
光
琳
三
世
の
画
な
り
宝
暦
年
間
の
人
な
り
〔『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』〕

　
　

 
何
　

立
林
立
徳
加
州
侯
の
医
官
な
り
後
忘
名
し
て
江
戸
に
来
白
井
宗
謙
と
言
ふ
乾
山
直

弟
に
て
實
に
光
琳
三
世
の
画
也
宝
暦
年
間
の
人
〔『
尾
形
流
略
印
譜
』〕

　

両
書
の
記
載
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
追
加
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
江

戸
に
来
」
と
い
う
部
分
だ
け
で
あ
る
。
何

は
、「
立
林
立
徳
」
と
い
う
名
で
加
賀
藩
に
仕
え

る
医
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
身
分
を
捨
て
て
江
戸
に
出
て
「
白
井
宗
謙
」
と
改
名
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、「
乾
山
直
弟
子
に
て
實
に
光
琳
三
世
の
画
な
り
」
と
い
う
の

は
、
先
述
し
た
「
畫
本
」
の
跋
文
に
基
づ
い
て
い
る
。
既
に
引
用
し
て
検
討
を
加
え
た
資
料
だ

が
、
再
掲
す
る
と
、「
右
畫
本
者
同
苗
長
江
軒
青
々
光
琳
摸
俵
屋
宗
達
真
筆
令
臨
書
処
不
可
渉

疑
論
者
也
為
後
證
之
記
之
與
親
朋
高
醫
北
林
立
徳
丈
云
爾
／
元
文
戊
午
秋
九
月
重
陽
前
一
日　

紫
翠
老
人
緒
方
深
省
誌
」
と
あ
る
。
光
琳
が
「
俵
屋
宗
達
真
筆
」
を
摸
写
し
た
「
畫
本
」
を

「
高
醫
北
林
立
徳
」、
す
な
わ
ち
何

に
譲
与
す
る
と
乾
山
が
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。「
畫
本
」

（
絵
手
本
）
の
伝
写
に
よ
り
師
の
画
風
を
弟
子
が
継
承
し
て
い
た
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
、
何

が
乾
山
か
ら
直
接
伝
受
を
受
け
た
弟
子
で
あ
り
、
光
琳
か
ら
乾
山
に
伝
え
ら
れ
た
画
風
を
受
け

継
い
だ
三
代
目
に
当
た
る
こ
と
を
こ
の
跋
文
は
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
跋
文
に
関
わ
る
箇
所
を
除
け
ば
、
両
書
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
谷
文
晁
周
辺
で
共
有

さ
れ
て
い
た
何

に
関
す
る
認
識
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
例
え
ば
、
加
藤
曳
尾
庵
は
、『
我
衣
』

巻
三
で
文
化
五
年
春
の
出
来
事
を
筆
録
す
る
中
で
、「
光
林
〔
琳
〕
門
人
何

、
北
林
立
徳
、

醫
師
也
。
往
々
見
。
後
、
白
井
宗
謙
と
云
、
鎌
倉
に
も
住
す
と
云
説
も
あ
り
。
鶴
岡
逸
民
と
云

書
も
有
り
。」
と
記
し
て
い
る
。
谷
文
晁
も
、『
本
朝
画
纂
』
の
内
、
宗
丈
に
は
じ
ま
る
一
冊
に

印
文
不
明
（
四
字
）
の
白
文
方
印
一
顆
を
伴
う
墨
梅
図
を
掲
げ
、「
立
林
立
徳
号
何

金
澤
侯

醫
員
後
遂
行
住
江
戸
更
姓
名
称
白
井
宗
謙
畫
學
于
乾
山
之
門
」
と
記
し
て
い
る
。
菅
原
洞
斎

も
、『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』（
図
20
）
で
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
引
用
す
る
ほ
か
、「〈
縮
圖
本

第
一
〉
加
州
之
産
父
祖
業
神
農
之
術
初
名
立
林
立
徳
後
改
曰
白
井
宗
謙
少
不
脩
集
裘
之
業
學
畫

于
陶
隠
乾
山
継
光
琳
之
遺
風
乾
山
與
之
方
祝
印
寛
延
寶
暦
之
間
有
画
名
于
世
。
忍
岡
金
牛
庵
ト

書
タ
ル
ア
リ
〈
書
画
舫
談
〉
乾
山
曰
高
醫
北
林
立
徳
ト
」
と
記
載
し
て
い
る
。
但
し
、「
縮
圖

本
第
一
」
及
び
「
書
画
舫
談
」
が
ど
の
よ
う
な
書
、
あ
る
い
は
人
物
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
で

は
な
い
。
さ
ら
に
、
文
晁
ら
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
中
尾
樗
軒
（
？
～
一
八
二
一
）
が
著

し
た
『
近
世
逸
人
画
史
』
に
、「
何
帛
は
相
州
鎌
倉
人
な
り
。
絵
事
を
尾
形
光
琳
に
学
べ
り
。

出
藍
の
誉
あ
り
。
尤
花
卉
に
長
ず
。
光
琳
没
后
、
印
章
を
以
て
尽
く
此
人
に
付
与
す
。
因
て
此

（
194
）

（
195
）

（
196
）

人
の
写
す
る
所
の
画
、
必
光
琳
の
印
章
を
簽
す
。
通
称
平
林
立
徳
、
又
白
井
宗
賢
と
更
む
。
鶴

岡
逸
民
、
金
牛
山
人
等
、
数
号
あ
り
。」
と
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
通
覧
す
る
と
、
何

が
あ
る
時
か
ら
「
白
井
宗
謙
（
賢
）」
と
名
乗
っ
て
お
り
、
前
名

が
「
立
徳
」
で
あ
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
姓
に
は
異
同
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
樗

軒
が
「
平
林
」
と
い
う
の
に
対
し
、「
畫
本
」
の
跋
文
や
洞
斎
が
引
く
「
書
画
舫
談
」、
曳
尾
庵

は
「
北
林
」
と
し
、
洞
斎
が
引
用
す
る
「
縮
圖
本
第
一
」
や
文
晁
は
「
立
林
」
と
し
て
い
る
。

『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
と
『
近
世
逸
人
画
史
』
の
原
本
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
写
本
に
よ
る

比
較
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
が
、
文
晁
と
洞
斎
の
伝
え
る
所
が
抱
一
と
一
致
し
て
い
る

点
は
注
目
さ
れ
て
良
い
。
ま
た
、
何

が
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
曳
尾
庵
と
文
晁
、
洞
斎
が
記

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
加
賀
（
金
沢
）
で
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
文
晁
と
洞
斎
の
み
で

あ
る
。
何

の
師
に
つ
い
て
も
、
曳
尾
庵
と
樗
軒
が
光
琳
の
名
の
み
を
挙
げ
る
の
に
対
し
、
文

晁
と
洞
斎
は
乾
山
に
師
事
し
た
と
伝
え
て
お
り
、
同
時
代
の
何

に
関
す
る
認
識
の
中
で
も
、

抱
一
が
と
り
わ
け
文
晁
及
び
洞
斎
と
認
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

抱
一
は
伝
記
の
最
後
に
、
何

の
活
躍
時
期
に
つ
い
て
「
宝
暦
年
間
の
人
」
と
記
し
て
い

る
。
洞
斎
が
引
く
「
縮
圖
本
第
一
」
に
も
「
寛
延
寶
暦
之
間
有
画
名
于
世
」
と
あ
る
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
指
摘
は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
拠
を
一
つ
に
絞
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
二
つ
く
ら
い
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
絵
画
に
添
え
ら
れ
た
款
記

で
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
何

作
品
の
中
に
も
「
延
享
乙
丑
之
夏
六
月
朔
暁
天
依
夢
想　

何

謹
写
」
と
あ
る
「
天
神
図
」
や
「
宝
暦
辛
未
臘
月
日
逸
幽
於
洞
房
写
之
」
と
書
か
れ
た
「
乙
御

前
図
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
抱
一
が
実
見
し
得
た
作
品
に
書
か
れ
た
年
紀
か
ら
何

の
活

躍
期
を
類
推
し
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
版
本
に
掲
載
さ
れ
た
何

画
を
参

照
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
書
と
は
、
江
戸
・
新
材
木
町
の
家
主
で
あ
っ
た
万
千
百

太
（
通
称
・
加
賀
屋
長
兵
衛
）
が
編
集
し
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
刊
行
し
た
『
誹
諧
絵

風
流
』
で
あ
る
。
百
太
が
諸
家
に
請
い
受
け
た
四
十
余
点
の
画
に
自
身
の
讃
句
を
書
き
付
け
た

も
の
を
模
刻
し
、
江
戸
の
書
肆
か
ら
版
行
し
た
上
下
二
冊
の
下
巻
第
二
九
丁
裏
と
第
三
〇
丁
表

に
、「
何

」
の
落
款
と
印
文
不
明
の
朱
文
方
印
一
顆
を
伴
う
「
朝
顔
図
」（
図
21
）
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
俳
諧
に
親
し
ん
で
い
た
抱
一
が
同
書
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
刊
年
か
ら
何

の
活

躍
時
期
を
類
推
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

何

の
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、［
表
13
］
に
示
し
た
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印

譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
四
点
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
も
同
じ
四
点
の
落
款
・
印
章
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
、
2
「
印
文
不
明
（
四
字
）」
白
文
方
印
は
『
本
朝
画
纂
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
は
何

の
落
款
・
印
章

が
一
二
点
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
三
点
は
二
つ
の
略
印
譜
に
所
載
さ
れ
て
い
る
も
の

（
197
）

（
198
）

（
199
）
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と
一
致
す
る
。
伝
記
と
同
じ
く
、
何

の
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
も
、
抱
一
と
文
晁
や
洞
斎
は

認
識
を
共
有
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

何

筆
「
朝
顔
図
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
書
、『
誹
諧
絵
風
流
』
に
は
、
二
つ

の
略
印
譜
に
そ
の
名
が
見
え
る
も
う
一
人
の
絵
師
の
作
品
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
「
光
是
之
印
」（
朱
文
方
印
）
を
伴
う
「
光
琳
孫
以
十
画
」

と
い
う
落
款
だ
け
が
載
る
以
十
で
あ
る
。『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
18
）
で
も
「
以
十
」
と
書
か

れ
た
項
目
名
の
下
に
伝
記
は
な
く
、［
表
14
］
に
示
し
た
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚

摺
）』
と
同
じ
落
款
・
印
章
だ
け
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
抱
一
が
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
何

に
続
け
て
以
十
を
載
せ
る
の
は
、
落
款
に
「
光
琳
孫
」
と
あ
る
こ
と
に
依
る
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
光
琳
」
が
尾
形
光
琳
で
あ
る
の
か
を
知
る
す
べ
は
な
い
が
、
そ
の
以

十
の
「
燕
子
花
図
」（
図
22
）
が
『
誹
諧
絵
風
流
』
上
巻
第
一
九
丁
裏
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
、
す
で
に
玉
蟲
敏
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
燕
子
花
図
」
に
も
、
二

つ
の
略
印
譜
と
同
じ
落
款
と
印
章
が
施
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
落
款
の
字
形
に
至
る
ま
で
極
め

て
よ
く
似
て
い
る
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
よ
り
乾
山
や
何

の
落
款
・
印
章
を
数
多
く
収
録
し

て
い
た
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』（
図
23
）
も
、
以
十
に
つ
い
て
は
「
尾
形
畧
印
譜
ニ
」

と
『
尾
形
流
略
印
譜
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
、
同
じ
落
款
・
印
章
を
載
せ
る

だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
幕
末
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
六
月
に
起
筆
さ
れ
た
朝
岡
興
禎
編

『
古
画
備
考
』（
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
原
本
）
巻
三
十
五
・
光
悦
流
も
、「
光
是
〈
光
琳
孫
〉
以

十
」
と
し
て
「
光
琳
印
譜
」（『
尾
形
流
略
印
譜
』）
か
ら
落
款
・
印
章
を
引
用
す
る
だ
け
で
あ

る
。
以
十
の
作
品
は
今
日
一
点
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
洞
斎
や
興
禎
も
『
尾
形
流
略
印
譜
』

を
引
く
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
に
あ
っ
て
も
以
十
作
品
を
目

に
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
抱
一
が
同
じ
落

款
・
印
章
一
点
だ
け
を
二
つ
の
略
印
譜
に
載
せ
、
し
か
も
そ
れ
が
抱
一
が
目
に
し
た
可
能
性
の

あ
る
『
誹
諧
絵
風
流
』
所
載
の
も
の
と
極
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、

抱
一
も
ま
た
、
以
十
作
品
を
実
見
し
た
こ
と
は
な
く
、『
誹
諧
絵
風
流
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
燕
子
花
図
」
の
落
款
・
印
章
を
転
載
し
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
小
　
結

　

本
稿
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
補
訂
を
行
い
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
光
琳
よ
り
後
に
収
録

さ
れ
て
い
る
三
人
の
絵
師
に
つ
い
て
検
証
し
た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
見
落
と
し
て
い
た
信
武
筆
「
弓
流
図
絵
馬
」（
北
野
天
満
宮
）
と
光
琳
と
乾
山
の
落

款
や
花
押
、
略
伝
を
掲
載
す
る
素
濤
編
『
茶
人
花
押
藪
』、
お
よ
び
河
津
山
白
編
『
続
茶
人
花

（
200
）（

201
）

押
藪
』
の
二
書
を
追
加
し
た
。「
弓
流
図
絵
馬
」
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
な
江
戸
狩
野
風
で
は

な
い
が
、
少
な
く
と
も
宗
達
風
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、『
茶
人
花
押
藪
』
と
『
続

茶
人
花
押
藪
』
の
内
、
と
り
わ
け
前
者
の
光
琳
伝
は
、
京
坂
で
江
戸
に
先
立
っ
て
、
光
琳
が
狩

野
派
の
絵
師
に
師
事
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
土
佐
派
や
宗
達
の
筆
意
を
慕
っ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
所
載
さ
れ
て
い
る
光
琳
や
乾
山
の
落
款
や
花

押
と
極
似
す
る
も
の
を
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
抱
一
が
同
書

を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

　

次
い
で
、
光
琳
が
宗
達
筆
扇
面
画
を
摸
写
し
た
「
畫
本
」
に
付
さ
れ
た
乾
山
の
跋
文
か
ら
光

琳
と
の
関
係
が
明
ら
か
な
、
乾
山
と
何

に
つ
い
て
検
証
し
、
落
款
に
「
光
琳
孫
」
と
記
す
以

十
に
も
言
及
し
た
。
そ
の
結
果
、
抱
一
が
記
す
乾
山
の
伝
記
の
ほ
と
ん
ど
は
同
時
代
の
江
戸
に

お
け
る
認
識
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、
抱
一
は
乾
山
の
没
年
と
享

年
を
正
し
く
表
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
何

に
つ
い
て
も
、

同
時
代
の
認
識
、
と
り
わ
け
文
晁
及
び
洞
斎
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
た
。
そ
の
何

画
を
掲
載

す
る
版
本
に
『
誹
諧
絵
風
流
』
が
あ
り
、
同
書
に
以
十
画
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
江

戸
で
以
十
作
品
を
実
見
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
、
抱
一
が
二
つ
の
略
印
譜

に
載
せ
て
い
る
以
十
の
落
款
・
印
章
は
、『
誹
諧
絵
風
流
』
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
も
十
分
考
え
ら
れ
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
以
十
の
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
始
興
以
下
の
絵
師

達
に
つ
い
て
検
証
を
続
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
思
わ
ず
補
訂
が
長
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
大
変
心
苦
し
い
が
、
始
興
か
ら
後
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
次
稿
で
引
き
続
き
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
註

 （
167
） 「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
上
）」「
同
（
中
）」「
同
（
下
―
一
）」「
同
（
下
―
二
）」

「
同
（
下
―
三
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
50
・
52
・
54
・
58
・
61
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家

政
・
技
術
科
学
編
）
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
二
年
。
な
お
、
本
稿
に
お

け
る
章
や
註
、
表
の
番
号
は
前
稿
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
抱
一
が
編
纂
し
た
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一

枚
摺
）』
に
つ
い
て
は
本
稿
で
も
言
及
す
る
が
、
表
裏
両
面
の
図
版
を
拙
稿
（
下
―
二
）
に
図
６
と
し
て
掲
載

し
た
。
大
変
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
再
掲
す
る
こ
と
は
避
け
、（
下
―
二
）
を
参
照
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

 （
168
） 

杉
本
欣
久
「
京
の
町
絵
師
・
尾
形
光
琳
の
意
匠
性
と
光
琳
模
様
―
江
戸
時
代
の
京
都
に
み
る
淡
雅
の
系

譜
―
」『
古
文
化
研
究
』
第
７
号
、
二
〇
〇
八
年
。
口
絵
11
～
14
、
七
五
頁
。

 （
169
） 「
弓
流
図
絵
馬
」
の
款
記
に
従
え
ば
、
信
武
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
前
稿
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の
註（
151
）に
お
い
て
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
光
林
絵
本
道
し
る
べ
』
な
ど
の
作
者

で
あ
る
野
々
村
忠
兵
衛
と
信
武
が
同
一
人
物
か
否
か
の
判
断
を
保
留
し
た
が
、
杉
本
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
生
年
を
前
提
と
す
る
と
同
一
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

 （
170
） 
乾
山
に
関
し
て
は
、
早
く
小
林
太
市
郎
氏
が
『
乾
山　

京
都
篇
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
八
年
）「
緒
説　

乾
山
研
究
の
資
料
及
び
そ
の
沿
革
」
に
お
い
て
、『
茶
人
花
押
藪
』
の
全
文
と
『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
一
部
を

引
用
し
て
考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
に
関
し
て
、
こ
の
両
書
に
関
連
事
項
が
記
載
さ
れ
て

い
る
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
た
例
を
知
ら
な
い
。
な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
乾
山
は
本
来
窯
名
で
、
名
と
し
て

は
深
省
の
方
が
正
し
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
乾
山
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

 （
171
） 

京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
の
延
享
三
年
版
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

 （
172
） 

素
濤
編
『
茶
人
花
押
藪
』
に
は
、
延
享
三
年
の
刊
年
を
伴
い
な
が
ら
異
な
る
書
肆
名
を
記
す
本
が
数
種
類

知
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
末
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「

茶
記
」
の
文
末
に
、「
延
享
三
丙
寅
霜
月
穀
旦
／
浪
花
書

林　
〈
南
久
宝
寺
町
心
斎
橋
筋
〉
丹
波
屋
理
兵
衛
版
」
と
い
う
刊
記
を
伴
う
京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室

所
蔵
本
が
初
版
本
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
も
重
版
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録　

第
十
六
・
開
板
御
願
書
扣
一
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、

一
九
九
一
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
開
板
御
願
書
扣
」
第
七
冊
に
よ
る
と
、
延
享
三
年
七
月
に
「
古
今
茶

人
花
押
藪　

全
部
壱
冊
／
作
者　
〈
泉
州
上
石
津
〉
河
合
幽
閑
／
開
板
人　

丹
波
屋
理
兵
衛
」
の
開
板
願
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
幽
閑
と
素
濤
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

 （
173
） 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
所
蔵
の
享
和
三
年
版
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

 （
174
） 『
続
茶
人
花
押
藪
』
の
凡
例
に
「
享
和
癸
亥
季
夏
／
蓬
萊
山
白
居
士
識
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
に
成
稿
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
刊
年
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
本
な
ど
、「
享
和
三
〈
癸
亥
〉
歳
正
月

／
書
林　
〈
大
坂
心
齊
橋
筋
通
唐
物
町
〉
河
内
屋
太
助
、〈
同
江
戸
堀
二
丁
目
〉
今
津
屋
辰
三
郎
」
と
い
う
刊

記
を
伴
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
刊
記
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
本
な
ど
の
享
和
三
年
版
『
茶
人
花
押
藪
』

に
付
さ
れ
た
も
の
と
同
一
で
、
続
編
の
刊
行
に
合
わ
せ
て
正
編
が
重
版
さ
れ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

享
和
三
年
正
月
で
は
凡
例
が
書
か
れ
る
よ
り
刊
年
が
先
に
な
る
。
さ
ら
に
、
谷
村
文
庫
本
な
ど
に
は
「
茶
人

花
押
藪
序
」
と
題
さ
れ
た
序
文
が
あ
る
が
、
そ
の
年
紀
は
「
文
化
乙
丑
冬
」
と
な
っ
て
お
り
、
表
記
さ
れ
た

刊
年
に
実
際
に
出
版
さ
れ
た
の
か
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
刊
記
に
「
文
化
二
年
乙
丑
之
春
」
と
あ
る
文
化
二

年
版
に
も
享
和
三
年
版
と
同
じ
序
文
が
あ
り
、
同
年
冬
に
書
か
れ
た
序
文
よ
り
刊
年
が
先
に
な
る
。『
大
坂
本

屋
仲
間
記
録　

第
十
七
・
開
板
御
願
書
扣
二
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
九
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
開
板
御
願
書
扣
」
第
二
十
三
冊
を
繙
く
と
、『
茶
人
花
押
藪
』
の
続
編
等
に
関
わ
る
開
板
願
が
三
回
出

さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
複
雑
な
事
情
を
孕
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
ず
、
享
和
二
年
十
二
月
に
は
既
刊

書
を
増
補
し
た
「〈
新
増
／
補
正
〉
茶
人
花
押
藪
」
の
開
板
願
が
今
津
屋
辰
三
郎
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
書
か
れ
た
作
者
名
は
「〈
今
橋
二
丁
目
〉
森
川
曽
吾
」
と
な
っ
て
お
り
、
享
和
三
年
版
の
扉
に
「
河
津
蓬

萊
輯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
と
齟
齬
を
来
す
。
次
に
、
文
化
元
年
七
月
に
「
續
茶
人
花
押
藪　

全
壱
冊
」
の

開
板
願
が
「〈
江
戸
堀
二
丁
目
〉
今
津
屋
辰
三
郎
」
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
は
「
集
者
〈
江
戸
三
枚
橋

住
〉
河
津
蓬
萊
」
と
河
津
山
白
の
編
に
な
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
二
年
四
月
に
は
す

で
に
出
版
許
可
を
得
た
「
續
茶
人
花
押
藪　

全
壱
冊
」
に
六
丁
分
の
増
補
を
し
た
い
と
し
て
、
今
津
屋
辰
三

郎
か
ら
改
め
て
開
板
願
が
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、『
続
茶
人
花
押
藪
』
が
実
際
に
は
何
時
出
版
さ

れ
た
の
か
明
確
に
し
が
た
い
が
、
遅
く
と
も
文
化
二
年
末
に
は
版
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

 （
175
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

 （
176
） 

文
化
元
年
六
月
以
前
に
山
白
が
江
戸
に
出
た
と
い
う
『
我
衣
』
の
記
述
は
、
註（
174
）に
引
用
し
た
、『
続
茶

人
花
押
藪
』
の
文
化
元
年
七
月
の
開
板
願
に
「〈
江
戸
三
枚
橋
住
〉
河
津
蓬
萊
」
と
あ
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。

 （
177
） 『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
五
巻
〔
註（
83
）に
同
じ
〕。
九
三
～
九
四
頁
（
七
）。

 （
178
） 『
日
本
随
筆
大
成
』〈
第
一
期
〉
６
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。
三
～
六
頁
。

 （
179
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
中
）。

 （
180
） 『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
小
考
―
江
戸
時
代
中
期
鑑
画
知

識
の
一
様
相
―
」（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 （
181
） 

五
十
嵐
公
一
氏
は
、「
研
究
資
料　

三
寶
院
高
賢
と
光
琳
」（『
国
華
』
一
二
七
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）
の
中

で
、
乾
山
が
権
平
の
前
に
寛
三
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

 （
182
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

 （
183
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
下
―
二
）。

 （
184
） 

加
藤
曳
尾
庵
『
我
衣
』
巻
五
〔
註（
177
）前
掲
書
一
五
七
頁
（
四
〇
）〕。

 （
185
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
下
―
二
）［
表
３
］
の
７
「
法
橋
光
琳
（
花
押
）」。

 （
186
） 

抱
一
が
刊
行
し
た
『
光
琳
百
図
』
と
同
後
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
件
あ
ま
り
の
光
琳
画
の
内
、「
法

橋
光
琳
」
と
い
う
落
款
に
花
押
を
伴
う
例
は
、「
席
上
の
画
と
見
へ
た
り
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
正
編
第
五
丁

表
の
「
紙
本
布
袋
墨
画
」
の
み
で
あ
る
。

 （
187
） 

例
え
ば
、
藤
田
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
乾
山
焼
の
角
皿
一
〇
面
の
内
「
銹
絵
大
黒
天
図
角
皿
」
な
ど
に

は
「
法
橋
光
琳
」
の
落
款
に
花
押
を
伴
う
が
、『
茶
人
花
押
藪
』
所
載
の
も
の
と
は
異
な
る
寿
字
型
花
押
で
あ

る
。
ま
た
、
大
和
文
華
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
銹
絵
楼
閣
山
水
図
四
方
火
入
」
に
は
同
書
と
同
じ
幕
型
花
押
が

見
ら
れ
る
が
、
落
款
は
「
青
々
光
琳
」
で
あ
る
。

 （
188
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

 （
189
） 

京
都
大
学
文
学
部
内
田
文
庫
所
蔵
本
に
よ
る
〔
註（
70
）と
同
じ
〕。

 （
190
） 

庄
司
道
恕
編
『
洞
房
語
園
』
前
集
（
別
名
・『
洞
房
語
園
集
』
巻
上
）
に
酒
徳
頌
を
書
い
た
乾
山
の
書
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
小
林
太
市
郎
氏
が
「
光
琳
と
乾
山
」（『
小
林
太
市
郎
著
作
集
』
第
六
巻
、
淡
交

社
、
一
九
七
四
年
。
一
六
四
頁
。
初
出
は
一
九
六
二
年
。）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 （
191
） 

註（
167
）前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

 （
192
） 

河
野
元
昭
「
乾
山
の
伝
記
と
絵
画
」『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
派
二
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
。

一
七
頁
。

 （
193
） 

抱
一
が
編
纂
し
刊
行
し
た
『
乾
山
遺
墨
』
の
文
政
六
年
十
月
に
書
か
れ
た
自
跋
の
中
で
、
抱
一
は
「
其
頃

乾
山
の
墓
碑
を
も
尋
る
に
其
處
を
知
も
の
な
し
年
を
重
京
師
の
人
に
問
と
雖
さ
ら
に
し
ら
す
此
年
十
月
不
計

し
て
古
筆
了
伴
か
茶
席
に
招
れ
て
其
話
を
聞
く
深
省
か
墳
墓
予
栖
草
菴
の
か
た
わ
ら
叡
麓
の
善
養
寺
に
有
と

ゆ
ふ
日
を
待
す
し
て
行
見
に
そ
の
こ
と
の
如
し
」
と
記
し
て
い
る
。
相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
年
譜
稿
」（『
日

本
美
術
協
会
報
告
』
六
、
一
九
二
七
年
）
を
は
じ
め
、「
此
年
」
を
跋
文
が
書
か
れ
た
文
政
六
年
と
解
し
、
同

年
抱
一
が
初
め
て
乾
山
の
墓
を
訪
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 （
194
） 
註（
177
）前
掲
書
一
一
四
頁
（
一
四
一
）。

 （
195
） 「
書
画
舫
談
」
が
「
乾
山
曰
高
醫
北
林
立
徳
」
と
い
う
の
は
、
乾
山
が
何

に
譲
与
し
た
「
畫
本
」
の
跋
文

の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。

 （
196
） 

中
尾
樗
軒
及
び
『
近
世
逸
人
画
史
』
に
つ
い
て
は
、『［
定
本
］
日
本
絵
画
論　

大
成
』
第
10
巻
（
ぺ
り
か

ん
社
、
一
九
九
八
年
）
の
木
村
重
圭
氏
に
よ
る
解
題
に
詳
し
い
。
引
用
も
同
書
に
よ
る
。
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 （
197
） 
仲
町
啓
子
氏
は
、「
立
林
何

に
つ
い
て
」（『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
派
二
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八

〇
年
）
に
お
い
て
、
何

筆
「
天
神
図
」
の
箱
書
き
に
「
延
享
二
年
六
月
八
日
」「
白
井
何

」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
乾
山
が
何

に
譲
与
し
た
「
畫
本
」
の
跋
文
が
書
か
れ
た
元
文
三
年
九
月
八
日
か

ら
こ
の
時
ま
で
の
間
に
、「
白
井
」
姓
に
改
め
た
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

 （
198
） 「
天
神
図
」
は
『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
派
二
』
№
202
、「
乙
御
前
図
」
は
同
書
№
201
。
な
お
、
註（
197
）の

仲
町
氏
論
文
を
参
照
。

 （
199
） 

百
太
と
『
誹
諧
絵
風
流
』
に
つ
い
て
は
、
同
書
を
翻
刻
し
た
『
関
東
俳
諧
叢
書　

第
十
八
巻　

絵
俳
書
②
』

（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
九
年
）
の
解
題
に
よ
る
。

 （
200
） 

い
わ
ゆ
る
光
琳
模
様
を
集
録
し
、
末
尾
に
「
法
橋
光
琳
造　

先
師
之
秘
本
也
可
珎
可
寶　

何

」
と
記
さ

れ
て
い
る
『
光
琳
漫
画
』
一
冊
が
文
化
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
に
対
す
る
見
解
を
示
す
に
至

ら
ず
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。

 （
201
） 

玉
蟲
敏
子
「《
光
琳
観
の
変
遷
》
一
八
一
五
―
一
九
一
五
」『
美
術
研
究
』
三
七
一
号
、
一
九
九
九
年
。
二
頁
。

 〔
付
記
〕
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
美
術
史
に
お
け
る
転
換
期
の
諸
相
」〔
基
盤
研
究（
Ｂ
）〕（
課
題
番

号
：
二
三
三
二
〇
〇
三
二
、
代
表
者
：
京
都
大
学
・
根
立
研
介
）
及
び
「『
作
品
を
制
作
す
る
手
の
顕
在
化
』

を
め
ぐ
る
歴
史
的
研
究
」〔
基
盤
研
究（
Ｂ
）〕（
課
題
番
号
：
二
五
二
八
四
〇
二
九
、
代
表
者
：
京
都
大
学
・

中
村
俊
春
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 
（
二
〇
一
三
年
九
月
三
十
日
受
理
）

図16　素濤編『茶人花押藪』　京都府立総合資料館

図17　�河津山白編『続茶人花押藪』�
大阪府立中之島図書館

図18　酒井抱一編『尾形流略印譜』（8オ-9ウ）東京大学総合図書館洒竹文庫

図23　（1-37オ） 図19　（7-21オ～23ウ）

図19・23　菅原洞斎編『画師姓名冠字類鈔』　国立国会図書館
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［表12］乾山
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 「深省」（朱円） ○（裏） ○（8オ） 尾形畧印譜（7-22オ）
2 （袋型花押） ○（裏） ○（8ウ） 尾形畧印譜（7-22オ） 茶人花押藪
3 「霊海」（朱方） ○（裏） ○（8ウ）
4 「習静堂」（朱長方） ○（裏）
5 「長尚」（朱方） ○（8ウ） 尾形畧印譜（7-22オ）
6 深省 ○（8オ）
7 「習静堂」（白長方） ○（8オ）
8 八十一老漢深省画 ○（8ウ）
9 「逃禅」（朱長方） ○（8ウ） 尾形畧印譜（7-22オ）
10 「深省」（白方） ○（8ウ） 尾形畧印譜（7-22オ）
11 直指座下尾形深省・「霊海」 ○（7-21ウ）
12 乾山圖・「字思斎」（白方） ○（7-21ウ）
13 紫翠老人緒方深省誌・「習静堂」 
（朱長方）「霊海」（朱方）

○（7-22オ）

14 蝦目法除夜之爲防應需　上高座 
下紫翠省戯画・「深省」

○（7-22オ）

［表13］何
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 何 ・「方祝」（朱円） ○（裏） ○（9オ）
2 「□□之□」（白方） ○（裏） ○（9オ） ○（4-27ウ） 本朝画纂
3 何 ・「太青之印」（白方） ○（裏） ○（9ウ） ○（4-27ウ）
4 「（印文不明）」（方） ○（裏） ○（9ウ） ○（4-27ウ）
5 喜雨斎・「方祝」（朱円） ○（4-27ウ）
6 「太青之印」（白方） ○（4-27ウ）
7 何 ・「太青之印」（白方） ○（4-27ウ）
8 ｢（印文不明）」（白長方） ○（4-27ウ）
9 ｢（印文不明）」（長方） ○（4-27ウ）
10 鶴岡何 「方祝」「太青之印」 金地四枚ノ繪二枚ハ銀地ニテ□鶏冠花木芙

蓉其外秋草品々（4-28オ）
11 何 ・「方祝」（朱円） 水ニ白梅絹本来青軒主人携来ル（4-28オ）
12 太青何 ・「長尚」（朱円） ○（4-28オ）
13 鶴岡逸民何 ・「方祝」（朱円） ○（4-28ウ）
14 「太青之印」（白方） ○（4-28ウ）
15 何 ｢（印文不明）」（白方） 誹諧絵風流

［表14］以十
落款・印章 緒方流略印譜 尾形流略印譜 画師姓名冠字類鈔 捃印補正など

1 光琳孫以十画・「光是之印」（朱方）○（裏） ○（9ウ） 尾形畧印譜ニ（1-37オ） 誹諧絵風流
・落款・印章は、落款・「印文」の順で示す。「印文」の後の（　）内に、朱文は朱、白文は白、円印は円、方印は方、　小方印は小方、
長方印は長方などとして印の形状などを示す。

・『画師姓名冠字類鈔』の欄に記載がある場合、（　）の中は収録されている（巻-丁）を示す。

図20　菅原洞斎編『画師姓名冠字類鈔』　（4-27オ～4-28ウ）　国立国会図書館図22　（上19ウ） 図21　（下29ウ）
図21・22　�『誹諧絵風流』　�

（『関東俳諧叢書』第18巻から複写）


